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実習の事前・事後指導に関する研究（Ⅶ）
Ⅰ．はじめに
　筆者らは「実習の事前・事後指導に関する研究 
Ⅵ」註２）において、教育実習で学生が最も不安を感じる
「責任実習」について、実際の指導案作成や保育実践
において具体的にどのような不安や問題・課題を感じ
ているかについて探ってきた。
　その中で、責任実習における保育実践において、学
生が問題と捉えている内容は、１位が「個々の幼児に
対する対応と集団の把握」２位が「導入の方法」で約
５割以上であった。
　実習における責任実習において、学生は初めてクラ
スの子供たちを前にして保育を行う際、子どもたちの
注意を引き付け、興味関心を引き、楽しさや、期待感
を持たせる保育の導入については、非常に不安を感じ
ているとの結果であった。
　この保育活動への導入がうまくいくことにより、子
どもたちが活動に興味・関心を持ち、集中して活動に
取り組むことができ、また集団としても個々の幼児に
とっても充実した活動に繋がっていくことが期待され
る。
　導入は、実践において幼児の心を掴み、活動への糸
口や興味を持たせ、活動に取り組んでいく伏線となる
役割を果たしていると思われる。
　学生は、導入の内容や導入の方法についてどのよう
に取り組んだらよいか、困惑している実態が見られる。
また、保育実践における導入の意味についても理解不
足の状況が見られる。
　本研究では、この責任実習における「導入」に注目
し、２年次学生が保育実習Ⅱにおける責任実習での導
入の方法や工夫、幼児の反応、導入で戸惑ったこと等
についてアンケート調査を行う。その結果をもとに学
生が実際の保育実践の導入において、どのようなこと
を困難と感じ、課題と考えているかについて実態を探
り、考察していく。
Ⅱ．目的・方法
　本研究の目的は以下の問題を明らかにすることであ
る。
　１、保育実習Ⅱにおける責任実習のテーマ、導入の
方法、幼児の反応、導入の工夫と課題等の実態
を探る。
　２、保育実践における導入の内容と方法から、導入
の意味と役割について探る。
　３、導入における手遊びの役割について探る。
－責任実習における導入の問題と課題　その１－
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〔　要　　約　〕
　本研究Ⅶでは、「実習の事前・事後指導に関する研究Ⅵ」註２）において、責任実習における保育実践で、約
５割の学生が問題と捉えている「導入」について、その実態を探り、問題と課題を検討するために、２
年次学生に対しアンケート調査を行った。
　結果は以下の通りである。
１．責任実習の内容は、制作活動が約６割を占めていた。集団遊び・運動遊び・表現遊びは約３割であ
る。
２．導入の内容は、「見本や作品の提示・関連した話・手遊び・紙芝居の読み聞かせ」の四つの内容の合
計が107件で、全体の約７割となっている。
３．幼児の遊びは本来主体的で、自発的であることが求められる。幼児の遊びを自発的、主体的な活動
へ導くためには、意欲を掻き立て取り組むことができるような働きかけ「導入」を行っていく必要
がある。
４．手遊びは、保育実践する者の意識・視点を幼児の世界に近づけ、導入において新しい遊びの世界を
広げる役割を果たしている。
（2010年10月１日受理）
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　以上の目的のために、以下のアンケート調査を行っ
た。
　茨　対象者―本学平成22年度２年次学生99名（在籍
数）、回答数　90名（回収率　90.9％）
　芋　期　日―2010年（平成22年）７月30日
　鰯　手続き―アンケート用紙（別紙参照）を授業時
間に配布し、回収。記名方式
Ⅲ．結果と考察
　茨　責任実習の内容
　表１及び、図２－Ａ～図２－Ｄは、「責任実習の内
容」について表したものである。
　図１は「責任実習の内容」を回答数の多い順に示し
たものである。表１－Ａより、責任実習の内容として
選択したものでは、制作が32件（35.6％）と一番多く、
３位の壁面制作15件（16.6％）、４位の制作（おもちゃ）
11件（12.2％）と合わせて、58件（64.4％）である。
制作が６割を占めているのは、幼児に対し言語表現で
伝わりにくいことを視覚的な保育教材の提示による方
法や環境構成によるイメージ作り、幼児自身が直接触
れて遊べるおもちゃというように、活動についてのイ
メージを抱きやすいと思われる内容が選択されている
からであろう。
　また、第２位の集団遊び・運動遊び・表現遊びは、
27件で90件の内容の内、30％を占めている。「集団遊
び・運動遊び・表現遊び」27件については、リレー
ゲーム（障害物等）７件（22％）、しっぽ取りゲーム５
件（19％）、フルーツバスケット３件（11.1％）で、他
は各１件ずつであった。事前準備活動として「リレー
ゲーム（障害物等）を保育内容に取り上げている様子
も窺えた。「集団遊び・運動遊び・表現遊び」が３割
をしめているのは、保育者が直接幼児と体を使って
「遊ぶ・動く・表現する」という動きの関わり、体で
表現する「非言語活動による意思の疎通」や、「動き
の表現の発信と受信によるコミュニケーション」から、
幼児との個々の関わりを見出していこうとする姿勢が
うかがえる。ただし、小運動会が実施されていたこと
もあり、そのための準備活動にもつながっていたよう
である。
　次に示す表１－Ｂは、表１－Ａの責任実習の具体的
な内容について、回答内容を示したものである。各内
容の分類項目を図に示したのが、図２－Ａ責任実習内
容：壁面、図２－Ｂ：責任実習内容（制作：おもちゃ）、
図２－Ｃ：責任実習内容（制作）、図２－Ｄ：集団遊
び・運動遊び・表現遊びである。
　表１－Ｂ、図２－Ｃより、制作32件の内容の中で最
も多かったのが「新聞遊び」10件（31.2％）で、その
他11件の内容が見られたが、ちぎり絵４件（12.5％）、
クレヨンスクラッチ・折り紙（かたつむり）３件
（9.4％）、お絵かき２件（6.3％）以外は各１件ずつの
回答であった。制作の具体的な内容で「新聞紙遊び」
が10件で３割以上であったのは、表現Ⅱの授業で既体
験の保育教材のため、「素材に対する安心感」や活動の
見通しが立てられる利点等から選択したものと思われ
る。
　やはり、授業での体験が実習に大きく反映されてい
る実態を振り返ると、学生の事前学習としての授業で
の取り組みにおいても実習を想定したより深い取り組
みと研究が、教師側にも問われてくる。
　さらに、責任実習の具体的な内容について、分類し
たところ、Ａ壁面、Ｂ制作（おもちゃ）、Ｃ制作、Ｄ
集団遊び・運動遊び・表現遊びの４項目に分けられた。
　また、制作（壁面）15件の内容では、かたつむり８
件（53.3％）、あじさい作り４件（26.7％）カエル２件
（13.3％）、トマト作り１件（6.7％）であった。次に制
作（おもちゃ）11件の内、カエルのお面作りが５件
（45.4％）、カエルのおもちゃ作り３件（27.2％）でカ
エルにちなんだものを合わせると、８件（72.7％）で
ある。保育所実習が６月に実施されていることもあり、
季節感のある内容を選択したと思われる。
　その理由として、実習園側の指導助言による場合も
表１－Ａ：責任実習の内容
回答数
（総回答数90）内　　　　　　容
32制作
27集団遊び・運動遊び・表現遊び
15制作（壁面）
11制作（おもちゃ）
5その他
図１：責任実習の内容
実習の事前・事後指導に関する研究（Ⅶ） 3
3－　　－
多く、季節感を大切にした環境構成が多く見られた。
この実態を通し、改めて実習における環境構成・環境
設定・実践活動の意味について見直す必要を感じた。
梅雨の時期だから「カエル」、「アジサイ」、「かたつむ
り」制作というのは確かに季節にふさわしい活動と思
われる。しかし、他の制作があまり見られなかったの
はなぜだろう。保育現場や、実習生が参考にしている
保育雑誌等での保育教材紹介等も影響が大きいのでは
ないだろうか。指導者側としては、各分野において
様々な取り組みにつながるような実践研究を通し、実
習でどのように展開できるかを見通しながら、責任実
習の内容選択ができるように取り組みたい。
表１－Ｂ：責任実習の具体的な内容
回答数
（総回答数90）具体的な内容
（15）制作（壁面）
8　かたつむり
4　あじさい作り
2　カエル
1　トマト作り
（11）制作（おもちゃ）
5　カエルのお面作り
3　カエルのおもちゃ作り
1　でんでん太鼓
1　トントン相撲
1　マラカス
（32）制作
10　新聞紙遊び
4　ちぎり絵
4　その他
3　クレヨンスクラッチ
3　折り紙（かたつむり）
2　お絵かき
1　牛乳パックでの製作遊び
1　紙皿でトンネルつくり
1　塗り絵（傘）
1　小麦粉粘土
1　野菜スタンプ
1　スライム作り
（27）集団遊び・運動遊び・表現遊び
7　リレーゲーム（障害物等）
5　しっぽ取りゲーム
3　フルーツバスケット
3　魚釣りゲーム
1　平均台遊び
1　ボール遊び
1　ジャンケン遊び
1その他
図２－Ｂ：責任実習内容（制作：おもちゃ）
図２－Ａ：責任実習内容：壁面
図２－Ｃ：責任実習内容（制作）
図２－Ｄ：集団遊び・運動遊び・表現遊び
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　芋　責任実習の対象児
　表２より、対象児の年齢について見てみると、96件
の回答中、５歳児43件（44.8％）、４歳児21件（21.9％）
で、４、５歳児をあわせると64件（66.7％）である。
年齢が低くなるにつれ、幼児とのコミュニケーション
に難しさを感じ、幼児との関わりに自信がないため、
選択するものが少なくなっている。本研究Ⅵ註２）にお
いて、「個々の幼児に対する対応と集団の把握」につい
て５割の学生が責任実習において困難と思える内容と
して挙げていることからも、年中・年長に該当する幼
児を対象児として選んでいる実態につながっていると
思われる。
　鰯　責任実習における導入の内容
　表３及び図４は、責任実習の内容について表したも
のである。これより、総回答数149件の中で、導入の内
容で最も多かったのは、「見本や作品の提示」で32件
（21.5％）、次が「活動に関連する話」で29件（19.5％）、
「手遊び」26件（17.4％）、「絵本や紙芝居を読む」20
件（13.4％）となっている。その他は10件未満で、「関
係する歌を歌う」８件、「声がけ」７件、「変身・表現
活動」６件と続いている。また、「導入なし」が６件
であった。
　主な導入の内容としては、主活動に関連した「見本
や作品の提示・関連した話・手遊び・紙芝居の読み聞
かせ」の４つの内容の合計が107件で、全体の72％と
なっている。
　「見本や作品の提示」では、「自分が作った張り絵と
染め紙を見せ興味を持ってもらう」・「先生が友達を連
れてきたと折り紙で作ったカエルを見せる」等、実際
に自分が作った見本の制作物を提示し、幼児の興味を
引き、活動への意欲やイメージを引き出そうとしてい
る。
　「活動に関連する話」では「クラスでおたまじゃく
しを飼っていたので、この子は大きくなったら何にな
るのかな？と話しかけながら活動に入った」・「雨と生
き物についての話をしてから活動に入った」等、季節
や保育所での生活の中から活動に関連する話を行って
いる。
　「手遊び」は、手遊びの後、すぐに活動に入る場合
もあるが、単独で行うだけでなく、手遊びを行ってか
ら「見本や作品の提示」、「関連した話」、「手遊び」、「絵
本・紙芝居の読み聞かせ」へと結びつけて行われるこ
とも多い。この場合手遊び自体が主活動と関連してい
る内容のこともあるが、見本の提示や絵本・紙芝居の
読み聞かせ・お話の前に幼児を集中させたり、楽しい
雰囲気を作ったりするなどのねらいをもって行われて
いる。
　「絵本・紙芝居の読み聞かせ」では「ウサギとカメ
本を読み、イメージしやすいようにした」・「魚の手遊
びの後、魚の絵本を読み聞かせた」など、活動に関連
する絵本を読み、物語の世界を楽しんでさらに活動へ
のイメージを膨らませたり、意欲を高めたりといった
意図を持って行われている。
　これらは活動の伏線として、主活動に関連づけた内
容を異なった方法で行っていたものと推察される。
　幼児の遊びは、幼児が主体的に行う活動であり、そ
のためには活動に対するイメージを膨らませることが
重要である。幼児はこのイメージの世界で遊ぶこと自
体を楽しみ、更にイメージを具体的な活動へと結び付
けて展開させていく。
　主体的で楽しい、充実した遊びを行うためには、導
入においてこのイメージを膨らませる、イメージの世
界で遊ぶことが必要不可欠なものと考える。このこと
が次への活動につながり、展開・発展し、幼児の遊び
の世界を豊かで、生き生きとしてものにしていくもの
と考えられる。
　この意味で、保育活動における「導入」の果たす役
割は大きいものと考えられる。
表２：対象児の年齢
人数（合計96）対象児の年齢
1１歳
2２歳～５歳
3３歳～５歳
4２．３歳
4３．４歳
4４．５歳
5２歳
9３歳
21４歳
43５歳
図３：対象児の年齢
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　允　幼児の反応
　表４－Ａは導入における幼児の反応の中で、「活動
へスムーズに入れたか」について，表４－Ｂ、図５は、
幼児の具体的な反応について表したものである。
　これより、総回答数88件の内「活動にスムーズに入
れた」と回答したのは66件で（75.0％）、「活動にス
ムーズに入れなかった」と回答したのは22件（25.0％）
である。
　全体の７割以上が導入後の活動にスムーズに入れた
と回答しており、幼児はよい反応を示している。
　次に導入時の幼児の具体的な反応を見ると、「楽し
そうにしていた」が最も多く52件（59.1％）である。
次に「興味を持って行った」が11件（12.5％）、「集中
していた」「何回も行った」６件（6.8％）「真似して楽
しむ」５件（5.7％）となっている。
　具体的に、良かった反応をみると「リレーゲームに
何を使うかぎりぎりまで秘密にすることで、幼児に期
待感が高まり、話やルール説明を前のめりになって聞
いてくれた」・「幼児と言葉を交わしながら導入したの
で活動へスムーズに入ることができた」・「クイズ形式
で進めたので、積極的に手を挙げて答えてくれた」・
「笑顔で楽しんでいた」等である。
　鰯の導入の方法で挙げられた、主活動に関連した見
本や作品の提示、関連した話、手遊び、紙芝居の読み
聞かせ等を行うことで、幼児の興味関心を引き、楽し
い雰囲気を作り、次の活動への期待と持たせるなど、
導入で幼児が楽しさを感じ、それが主活動への移行や
活動の展開へと繋がっていったものと推察される。
　一方反応が良くなかったものには「簡単だったよう
で、つまらないとの声もあった」「導入が薄かったので、
幼児にイメージを持たせることができなかった」等が
あり、年齢に合った内容や方法でないことから、活動
へもスムーズに入ることができなかったものと考えら
れる。このように、幼児の反応からも保育実践におけ
る導入の意味や役割の重要性が推察される。
　印　責任実習導入における工夫
　表５及び図６は導入における工夫の内容について表
したものである。
　これより、総回答数89件の内、最も多かったのは
「話し方の工夫」で17件（19.1％）であった。次に
「絵本紙芝居」「見本教材の提示の仕方」が12件
（13.5％）、「活動内容とイメージの連携」「活動の進め
方の工夫」11件（12.4％）、「手遊び」８件（9.0％）、
「動き」７件（7.9％）、「実体験」６件（6.7％）と続い
ている。
　具体的な工夫の内容として、「話し方の工夫」では、
表３：導入の内容
回答数
（総回答数149）
導入の内容
32見本や作品の提示
29活動に関連する話
26手遊び
20絵本・紙芝居を読む
8活動に関連する歌を歌う
8その他
7声掛け
6変身・表現活動
5導入無し
3パネルシアター・新聞紙シアター
3クイズ
2実体験
表４－Ａ：導入での幼児の反応（活動への移行）
回答数
（総回答数88）幼児の反応
66活動にスムーズに入れた
22活動にスムーズに入れない
表４－Ｂ：導入での幼児の具体的な反応
回答数
（総回答数88）幼児の反応
52楽しそうにしていた
11興味をもって行った
6集中していた
6何回も行った
5真似して楽しむ
2注目していた
2まあまあ・さまざま
2反応してくれない
2手を動かす
図４：導入の内容
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「幼児がわかりやすい言葉で話した」「活動への意欲
が湧くように楽しそうに問いかけた」「絵本を読むと
きに声色を変え、変化をつけた」等、年齢による話し
方、声の強弱、テンポ、声色、等様々な工夫を行って
いる。
　「絵本・紙芝居」については、「ピョンピョンカエ
ル作りにつなげられるように、カエルの絵本を読ん
だ」「三匹の山羊とがらがらどんの絵本を読み、がら
がらどんのお面を作ってなりきる」等関連する絵本の
読み聞かせを行うことにより、イメージを膨らませた
り、変身遊びを楽しんだりと次の活動へ繋がるような
工夫が見られる。
　「見本・教材の提示の仕方」では、「見本は一回り
大きな折り紙を使った」「自分で作った、紙芝居を見
せた」「ハンカチに顔を付けた」「見本である新聞紙の
絵本を作りながら読ませたことで興味を持ってもらえ
た」等、教材の大きさや自作のもの、身近なものを
使った教材の工夫や幼児の興味を引く提示の仕方など
の工夫を行っている。
　「活動内容とイメージの連携」は、「活動に関連する
ような話しや歌を歌う」「導入でのパネルシアターの
物語を活動（傘の塗り絵）に入っても続けて話した」
等、幼児が導入で膨らんだイメージや楽しさ、興味、
意欲をキープしながら活動へ移行するような工夫が見
られる。
　「活動の進め方」では、「手遊びを分かりやすいよ
うにゆっくりとした」「始める直前までフルーツバス
ケットをするといわなかった」等、幼児の状況や期待
感を持たせるための工夫が行なわれている。
　その他、実際に「幼児の気に入っている手遊びを
行った」「速さや出てくるものを変えて繰り返し行っ
た」や「カエルの真似をすることでカエルに親しみを
持つようにした」「かたつむりの歌を振りつきで歌う」、
また「実際のトマトの観察に行った」「かたつむりの
絵本ではなく本物を見せる」等、様々な工夫を行って
いる。
　このように導入の工夫においても、幼児の興味関心
を引き、イメージを膨らませ、活動への期待を持たせ、
主体的に、意欲的に活動へ取り組むことができるよう
に、学生は、年齢などにも配慮し、活動のねらいや教
材、活動の内容やその展開を見通して、どのような導
入の方法や内容、進め方をしていくことが良いのかに
ついて様々な工夫を行っている。
　咽　導入で困難に思った内容
　表６、図７は「導入で困難に感じた内容」について
表したものである。
　アンケート回答者90名の内、半数近くの44件の回答
があり、その内容で最も多かったのは「集中」で24件
（54.5％）、次が「運動への導入」「幼児への対応」で
５件（11％）、「準備不足」「時間」で４件（９％）、「イ
メージ」２件（５％）となっている。
　具体的な記述内容をみると「幼児が話をきかなく
なって、なかなか静かにならなくて困った」「手遊びを
しても集中してくれなかった」等、幼児を集中させ、
表５：導入の工夫
回答数
（総回答数89）導入の工夫の内容
17（19.1％）話し方の工夫
12（13.5％）絵本紙芝居
12（13.5％）見本・教材の提示の仕方
11（12.4％）活動内容とイメージの連携
11（12.4％）活動の進め方の工夫
 8（ 9.0％）手遊び
 7（ 7.9％）動き
 6（ 6.7％）実体験
 4（ 4.5％）事前準備における工夫
 1（ 1.1％）パネル
図５：幼児の反応
図６：導入の工夫
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導入を行うことや活動に移行すること等を困難に思っ
ている。
　主活動へスムーズに移行し、活動が展開していくた
めには、導入が重要な役割を果たすが、この導入の段
階で幼児を集中させることができずに困っている状況
が見て取れる。
　員　導入における課題
　表７、図８は「導入における課題」について表した
ものである。
　アンケート回答者90名の内、約半数の46件の回答が
あり、その中で最も多いのは、「話し方」で17件
（37.0％）、次に「事前準備」10件（21.7％）、「幼児へ
の対応」10件（21.7％）となっている。その他「保育
教材」「ひきつけ方」「見本の提示」等も課題として挙
げられている。
　「話し方」では、「声を大きくして子ども達に指示が
届くようにする」「声色を変えたりもっと話術を身に
つける」「もう少し強弱をつけてゆっくり話すべきだっ
た」等、興味や指示が通るような様々に変化させた話
し方の工夫を課題として捉えている。
　「事前準備」では、「活動直前に使うものの準備等を
してしまったので、事前準備をしっかり行う」「導入前
に準備ができておらず活動が遅れてしまった」等、事
前準備の不十分さを課題として捉えている。
　「幼児への対応」では、「子どもの反応をよく見なが
ら活動を行う」「落ち着きない幼児は担任先生に補助
してもらったので課題として残った」「出来ないとい
う幼児への対応」等、導入においても個々の幼児への
対応と集団把握や、子どもの状況を把握しながら活動
を行うこと等を課題として捉えている。
　その他「興味を持てるようにパネルシアターやペー
プサートを使った方が良い」「手遊びをもっと入れる
べきだった」「どのようにしたら子どもたちを引き付
けられるか」等を課題と捉えている。
　責任実習の導入において困難に思ったことや課題の
どちらかについては対象学生のほとんどが回答してい
る。課題についても自分の導入でのつまずきから、今
後取り組むべき内容として挙げられたものと考えられ
る。
　これらのことについては、実習後、学生自身の振り
返りの中で十分に検討し、さらに事後指導や事後学習、
また種々に授業における模擬保育等を通して、解決に
向けての方法を探っていく必要があると考える。
　因　責任実習の導入における手遊び
①導入における手遊びの種類と使用頻度
　図９－Ａより、責任実習における手遊びの種類と用
いられた回数についてみてみると、32種類の手遊びが
表７：導入における課題
回答数
（総回答数46）導入の課題
17（37.0％）話し方
10（21.7％）事前準備
10（21.7％）幼児への対応
 4（ 8.7％）保育教材
 3（ 6.5％）ひきつけ方
 2（ 4.3％）見本提示
表６：導入で困難に感じた内容
回答数
（総回答数44）導入で困ったこと
24集中
5運動への導入
5幼児への対応
4準備不足
4時間
2イメージ
図７：導入で困難に思った内容
図８：導入の課題
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合計115回責任実習において用いられている。
　また、図９－Ｂは、多く用いられた手遊びの上位７
位までを示したもので、第１位が「ピカチュウ」16回
（23.2％）、第２位が「アイスクリーム」12回（17.4％）、
第３位が「１と１」10回（14.5％）、第４位が「納豆」
８回（11.6％）、第５位が「はじまるよ」７回（10.1％）、
第６位が「トントントンネルくぐったら」６回（8.7％）、
第７位が「グーチョキパー」と「３匹の子豚」５回
（7.2％）である。
　テレビアニメで幼児に人気のあるキャラクター「ピ
カチュウ」を主人公にした簡単な動きの繰り返しの有
る「ピカチュウ」の手遊びは、メロディーは、「山小
屋一軒」という手遊びのメロディーの一部を用いた替
え歌でもある。「山小屋一軒」の手遊びは、「子どもの
手遊びについて茨」－保育所における手遊び調査－註１）
の中で、実習先の193か所の保育所で用いられている
200種類以上の手遊び中、第２位107（55.4％）の保育
所で用いられていた手遊びである。1980年の調査註１）
で第２位だった手遊びの替え歌が、30年後の現在も実
習生により、保育所で多く用いられている。
　ストーリーや主人公は変えられてあるが、メロディ
が同じである手遊び歌が多く用いられているのは、幼
児にとって歌いやすい・覚え易いことが要因となって
いるのであろう。1980年の調査で第１位157（81.3％）、
多くの保育所で用いられていた手遊び「トントント
ン」は、まったく同じメロディの替え歌の手遊びであ
る、「ひげ爺さん」４回、「ドラえもん」３回、「鬼太
郎」１回を合計すると８回で、多く用いられた手遊び
「納豆」と同じ第４位になる。
　つまり、30年前山形県内外の保育実習先で最も多く
用いられていた手遊びは註１）、現在でも多く用いられ
ており、30年前２位だった「山小屋一軒」註１）は、現在
の「ピカチュウ」にメロディの冒頭の部分が用いられ、
替え歌の手遊びとして第１位になっている。
　第１だった手遊び「トントントン」註１）は、その替え
歌として現在も多く用いられ、「ひげ爺さん」という
1980年の時と同じ手遊び、「ドラえもん」・「鬼太郎」と
いうテレビアニメのキャラクターとして替え歌の手遊
びになって多く用いられるようになっている。
　これから見てもわかるように、昔も今も幼児にとっ
て歌いやすい手遊び歌は、替え歌となって歌い継がれ
ているということである。
②導入としての手遊びの事例
　Ａ手遊び「お魚跳ねたピョン」
　Ａ：事例１
　
　お魚跳ねたピョン
　　　頭に止まった：で両手を頭に―――帽子
　お魚跳ねたピョン　　
　　　足に止まった：で両手を足に―――靴
　お魚跳ねたピョン
　　　肩に止まった：で両手を肩に―――リュック
　お魚跳ねたピョン
　　　背中に止まった：で両手背中に――鞄
　お魚跳ねたピョン
　　　腰に止まった：で両手を腰に―――ベルト
　この手遊びの用い方の一つを見てみる。
　お帰りの会の時、この手遊びを用いて、子どもたち
に忘れ物がないか、明日の持ち物の確認など、いろい
ろな体の部位に魚が跳ねて飛んで止まり、いろいろな
物に変身することで、子どもたちの興味を引き付け、
確認させていく方法である。
　また、同じ体の部位に止まっても、変身するものが
変わると、
図９－Ａ：手遊びの種類と用いられた回数
図９－Ｂ：手遊びの種類と用いられた回数
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　Ａ：事例２
　
　頭に新聞紙で作った兜を乗せてお侍さんに変身
　頭にアルミホイルで作った冠を乗せてお姫様に変身
　腰に止まった：
　　　で両手を腰に――スカートで女の子
　腰に止まった：
　　　で両手を腰に――刀でシンケンジャー
　次に、この事例は、変身ごっこ遊びの導入に結び付
けることもでき、自然に変身遊びに手遊びから移行し
ていくこともできる。さらに、そこから、変身に必要
な物を作って遊ぶ、制作活動にも展開できる。また、
それぞれの変身したキャラクターや主人公の住む世界
に関連して「探検ごっこ」や「戦いの基地作り」等
様々な遊びに展開できる。
　
Ｂ手遊び「トントントンネル」
　Ｂ：事例１
　
　トントントンネルくぐったら：両手の１本の指を示し
　　　　　　　　　　　　　アリがアリが　蟹になった　チョキン
　トントントンネルくぐったら：両手の２本の指を示し
　　　　　　　　　　　　　蟹が蟹が　　猫になった　　ニャオン
　トントントンネルくぐったら：両手の３本の指を示し
　　　　　　　　　　　　　猫が猫が　　タコになった　シュー
　トントントンネルくぐったら：両手の4本の指を示し
　　　　　　 タコがタコがお化けになった　ひゅーどろどろどろん
　チョキ　チョキ　蟹さん横歩き
　猫さんニャオーン　　忍び足
　タコさんシューッと　ひとっ飛び
　お化けになって　　ひゅーどろどろどろーん　お化けだぞー
　　　と脅かして喜ばせ、表現遊びに興味を引き出す
　ここでは、指遊びから話に引き付けて子どもたちを
集中させ、次の活動の説明を聞く準備や気分転換をさ
せて、次の活動に入りやすくすることができる。
　さらにこの手遊びでは、次のような導入にも展開で
きる。
　Ｂ：事例２
　
　アリがアリが：両手の１本の指を頭に角のように
　　　　　突き出して示し
　バイキンマンが　バイキンマンが：次に２本の指
　　　　　を額と腰に当て
　セブンになった　　シュワッチ
　
　セブンが　セブンが：次に両手の３本の指を合わ
　　　　　せて口に当て
　ドナルドになった　グアツ　グアッツ
　ドナルドが　ドナルドが：次に両手の４本の指を
　　　　　合わせて耳に当て　　ダンボになった
　ダンボが　ダンボが：耳の脇の４本の指をひゅー
　　　　　っと上に伸ばし、空を飛んだ　ヒューン
　　　　　ヒューン
　　　一緒にお空を飛んでいこう
　この事例では、朝の会で「トントントンネル」の手
遊びを展開し、子どもたちの興味を引きつけてからお
遊技場に行き、変身おにごっこ遊びへの導入活動にも
展開できる。そこでは、バイキンマンやセブン、ドナ
ルドダック、ダンボ等、登場する主人公やキャラク
ターに合わせて、様々な表現遊びにも展開していくこ
とができる。
Ｃ手遊び「ワニのおとうさん」
　Ｃ：事例１
　
　＊ワニのおとうさん　ワニのおとうさん
　　お口をあけて　目玉　ぎょろっ　ぎょろっ
　　目玉　ぎょろっ　ぎょろっ　泳いでいるよ
　＊ワニのおかあさん　ワニのおかあさん
　　お口をあけて　おっぱい　ぼよん　ぼよん
　　おっぱい　ぼよん　ぼよん　　泳いでいるよ
　＊ワニのおにいさん　ワニのおにいさん
　　お口をあけて　筋肉もりもり　筋肉もりもり
　　泳いでいるよ
　＊ワニのおねえさん　ワニのおねえさん
　　お口をあけて　お尻　ふりっ　ふりっ　お尻
　　ふりっ　ふりっ　泳いでいるよ
　＊ワニの赤ちゃん　ワニの赤ちゃん
　　お口をあけて　おへそ　くりっくりっ
　　おへそ　くりっくりっ　泳いでいるよ
　この手遊びは＊の記号のところまでそのまま手遊び
をして、☆の部分が歌い終わったら、「ワニの赤ちゃん、
お母さんの背中で寝んねー。プクプクプク‥‥沈んで
いっちゃった。みんなも寝んねー」と、体を縮めて小
さくし、静かに隠れるようにし、子どもたちも真似を
して寝たふり。そして静かになったところで次のお話
の始まりに持っていくことができる。また、この手遊
びは他に次のようなかかわりもできる。
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　Ｃ：事例２
　
　ワニのおとうさん　ワニのおとうさん
　　かばんを提げて　ステッキ　ふりっ　ふりっ
　　ステッキ　ふりっ　ふりっ　会社に行くよ
　ワニのおかあさん　ワニのおかあさん
　　エプロンつけて
　お肉　じゅわっ　じゅわっ　お肉　じゅわっ
　　じゅわっ　ステーキ焼くよ
　ワニのおにいさん　ワニのおにいさん
　　ゴールを目指し　ボール　ポーンポン
　　ボール　ポーンポン　シュートを決める
　ワニのおねえさん　ワニのおねえさん
　　鏡の前で　お化粧　パタッパタッ　お化粧
　　パタッパタッ　デートに行くよ
　ワニの赤ちゃん　ワニの赤ちゃん　お口をあけて
　　プリン　パクッパクッ　プリン　パクッパクッ
　　おいしいおやつ
　＊さあ、みんなでおいしいおやつを作りましょう。
　＊さあ、みんなでおいしいケーキを買いに行き
　　ましょう
　＊さあ、食べたら歯を磨きましょう
　　＊等、様々に変化して活動に入ることができる。
　このＣ事例２では、静かにするための手遊びから、
家族のそれぞれのイメージに合わせて「変身ごっこ遊
び」にも展開できる。働くお父さん、お母さん、お兄
さん、お姉さんや妹、弟などの赤ちゃんのイメージで
変身・ままごと遊び・お店やさんごっこ等、様々な世
界に広げていくこともできる。
　以上のように、手遊びは、次の活動に合わせて手遊
びを展開させたり、言葉や動きを繰り返したり変化さ
せながら導入に結び付け、さらに、活動の切り替えや
展開に結び付ける働きをしている。
③導入における手遊びの役割
　「イメージと即興表現を引き出すための手遊びの重
要性茨」註３）のⅣ結論で、「手遊びの素材としての可能
性」について、下記の点を指摘している。
＜手遊びは、子どもの心に応答していくための重要な
要素を持っており、「手遊びを素材とした即興表現活
動」は子どもの「心のサインを受け止めていく場」を
作りあげている。＞
　さらに、「手遊びは、手遊びの展開の中で様々な素材
を入れて遊びを展開することも可能であり、新しい遊
びの世界を広げることができる」と指摘している。
　このような理由からも、手遊びは導入において新し
い遊びの世界を広げる役割を果たしていると思われる。
　また、導入における手遊びの働きには次のような役
割が窺える。
・保育者は、手遊びを通して幼児に積極的に語りかけ、
表情・身振り手振り・身体表現等、積極的に表現し
ようとする意識の中で幼児に向き合うことにより、
コミュニケーションを深める働きをする註４）。
・手遊びを積極的に表現しようとする取り組みの中で、
「保育活動の内容のイメージ」を「手遊びの歌や動
き」で、次の活動のイメージを明確化しながら、幼
児に伝えるのに役立てている。
・手遊びは、一つの手遊び歌の中にストーリーや動き
等の展開の速いものが多く、幼児にとり、新しいイ
メージを送り込むことで印象的に活動の流れを変え
るきっかけ作りをしている。これは、活動における
幼児の気分転換と集中にも役立っている。
・同様に保育者にとっても、これまでの活動のイメー
ジからの脱却と、新しい活動への取り組みに対する
意識の転換と、次の活動への準備態勢作りに役立っ
ている。
・手遊びはそれ自体、活動としての「運動」を意識し
なくても、遊びの中で無理なく様々なしぐさ・動き
のイメージを引き出し、幼児を自然な身体表現活動
へ導いていく働きをしている。
・幼児と動きを共有化・シンクロナイズすることによ
り、保育者の意識・視点を幼児の世界に近づける働
きをしている。
Ⅳ．総合考察
１．保育活動における「導入」の意味と役割
　アンケートの結果から、責任実習において97％が何
らかの方法で活動への導入を行っている。
　幼児の遊びは本来主体的で、自発的であることが求
められる。幼児の遊びを自発的、主体的な活動へ導く
ためには、意欲を掻き立て取り組むことができるよう
な働きかけ「導入」を行っていく必要がある。この意
味で、保育活動における導入の果たす役割は大きく重
要なものと考えられる。さらに、環境を整え、楽しい
雰囲気作りや活動に対する興味関心を引くような事前
の取り組みが保育活動に取り重要である。
　それは、活動への導入時の保育者の働きかけだけで
なく、保育室や遊戯室、園庭、園舎、保育士自身を含
めた様々な環境構成、空間構成も含めたものと捉える
事ができる。
　活動への導入として、環境構成や保育者からの働き
かけによって、幼児は楽しい雰囲気の中で、イメージ
を膨らませ、ファンタジーの世界で遊び、さらに活動
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への期待を大きくし、集中して活動へ取り組み、充実
した遊びの空間と時間が展開されるものと考えられる。
２．導入における手遊びの役割
　手遊びは、子どもの心に応答していくための以下の
ような重要な要素を持っている。
・保育者と幼児とのコミュニケーションを広げるきっ
かけ作り
・保育活動の内容のイメージを動きや歌で伝える働き
・活動を展開する時に活動の流れを変えるきっかけ作
り
・保育者の意識の転換と次の活動への準備態勢作り
・活動における気分転換と集中
・無理なく様々な動きのイメージを引き出し、自然な
身体表現活動へ導く働き
・メロディ・歌詞・動きにより、活動のイメージの世
界に導く働き
・保育者の意識・視点を幼児の世界に近づける働き。
　また、手遊びは、その展開の中で様々な素材を加え
て遊びを展開することも可能である。
　このような理由からも、手遊びは導入において新し
い遊びの世界を広げる役割を果たしていると思われ 
る註４）。
３．導入からの保育展開におけるつまずき
　学生は責任実習の指導案を作成し、活動内容は決
まっていても、どのように導入を行えば、幼児が集中
し、活動に興味関心を持ち、楽しんで意欲的に取り組
んでくれるのかについては、戸惑いと困難を感じてい
る現状がうかがえる。
　授業における模擬保育等の実践を見ても、学生は保
育活動における導入の役割と必要性・重要性について
はある程度は認識しているものと考えられるが、導入
が保育活動全体を通してどのような意味や役割を果た
しているのか、幼児の遊びにとってどのような意味が
あるのかについて十分に理解した上で行っているとは
言い難い現状にある。
　責任実習の際、導入として手遊びや見本の提示、絵
本・紙芝居を読む等を行って楽しい雰囲気や興味関心
を引き出そうと取り組んではいる。しかし、それがど
のように主活動と関連していくのか、環境構成、提示
の仕方はどうかなど、ねらいや教材の特徴を把握し、
更に幼児を集中させて活動への導入を行うことの困難
さは大きいものと考えられる。
　このことが、ほとんどの学生が困難に思ったり、課
題としてとらえていることに繋がっていることと推察
される。
　例えば学生の事前指導において、責任保育の内容、
手遊び、保育教材等それぞれが状況に応じて総合化さ
れていくのではなく、それぞれの要素がばらばらに存
在し、どのように組み立てたらよいのか、また、どの
ように関連付けたらよいのかというところで戸惑って
いる場合が多く見られた。
　さらに、対象児の発達段階を十分に捉えることがで
きないため、手遊びの選択や「言葉がけ」、保育教材
の種類や提示し方、年齢にあった活動の取り組みなど、
どのように取り組むか困惑している様子が見られる。
保育教材にしても、素材の選択において、対象児の年
齢にあったものの選択も難しいようで、観察実習の成
果があまり反映されないようである。
４．授業における指導上の課題
　保育実践の積み重ねの中で、各学生の実習における
課題を明確にし、事後指導、事後学習（振り返り）を
十分に行い、授業等においてもこれらの課題を学生自
身が検証していく場を持つことが必要であると考えら
れる。授業においても、保育活動全体を見通し、また
幼児の発達・経験興味など、対象児の状況を把握し、
より主体的な遊びに導くための具体的な内容や方法に
ついて、模擬保育等の実践活動を通し理解を深め、創
造力・実践力を高めていくことが必要と考える。
　創造的な保育実践においては、保育を展開するため
のイメージが重要である。
・手遊びは、保育実践において自由なイメージの創造
をふくらませ、子どもとの瞬時になされる身体的応
答、判断を促していく。
・新しい遊びの世界を広げていくため、手遊びと共に
引き出されてくる即興表現は重要な働きをしている。
　このような意味において、「手遊びを素材とした
様々な即興表現活動実践」を、授業では保育の手がか
りの糸口として重視していく。
Ⅴ．まとめ
１．責任実習の内容として選択したものでは、制作が
32件（35.6％）と一番多く、３位の壁面制作15件
（16.6％）、４位の制作（おもちゃ）11件（12.2％）
と合わせて、58件（64.4％）である。制作が６割を
占めているのは、幼児に対し言語表現で伝わりにく
いため、視覚的な保育教材の提示による方法や環境
構成によるイメージ作りのように、活動についての
イメージを抱きやすい内容が選択されている。
　第２位の集団遊び・運動遊び・表現遊びは、27件
で90件の内容の内、30％を占めている。「集団遊び・
運動遊び・表現遊び」が３割をしめているのは、保
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育者が直接幼児と体を使って「遊ぶ・動く・表現す
る」という動きの関わり、体で表現する「非言語活
動による意思の疎通」や、「動きの表現の発信と受信
によるコミュニケーション」から、幼児との個々の
関わりを見出していこうとする姿勢があるからと思
われる。
　次に、実習における幼児と一緒に取り組む環境構
成・環境設定・実践活動の意味について考える必要
がある。各分野において様々な取り組みにつながる
ような実践研究を通し、実習でどのように展開でき
るかを見通しながら、責任実習の内容選択ができる
ように取り組むことが大切である。
　対象児の年齢について見てみると、年中・年長を
対象としたものが64件（66.7％）である。年齢が低
くなるにつれ、幼児とのコミュニケーションや関わ
りに自信がないため、選択するものが少なくなって
いる。
２．導入の方法で最も多かったのは、「見本や作品の
提示」で32件（21.5％）、次が「活動に関連する話」
で29件（19.5％）、「手遊び」26件（17.4％）、「絵本
や紙芝居を読む」20件（13.4％）となっている。こ
れら４つの方法の合計が107件で、全体の約７割を
占めている。実際に自分が作った見本の制作物の提
示や、季節や保育所での生活の中から活動に関連す
る話、関連する手遊び、関連する絵本や紙芝居の読
み聞かせ等の方法で、楽しい雰囲気を作ったり、興
味・関心をひいたり、イメージを膨らませたり、活
動への意欲を引き出す等が行われていた。
　　また、手遊びについては手遊びから絵本、手遊び
からお話、手遊びから表現遊び等様々な活動へ繋げ
て行われていることが多く、手遊びの有用性が示さ
れている。
　　これら導入の工夫で最も多かったのは「話し方の
工夫」で17件（19.1％）であった。次に「絵本紙芝
居」「見本教材の提示の仕方」が12件（13.4％）、「活
動内容とイメージの連携」「活動の進め方の工夫」11
件（12.4％）、「手遊び」８件（9.0％）、「動き」７件
（8.1％）、「実体験」６件（6.7％）と続いている。
　　年齢による話し方、声の強弱、テンポ、声色や変
身遊びへの展開、教材の大きさや自作のものを使っ
た教材の工夫や幼児の興味を引く提示の仕方等様残
な工夫を行っている。
　　学生は、年齢などにも配慮し、活動のねらいや教
材、活動の内容やその展開を見通して、どのような
導入の方法や内容、進め方をしていくことが良いの
かについて様々な工夫を行っている。これらの工夫
を行うことで、幼児の興味関心を引き、イメージを
膨らませ、活動への期待を持たせ、主体的に、意欲
的に活動へ取り組むことができたものと推察される。
３．導入における幼児の反応については、「活動にス
ムーズに入れた」と回答したのは66件で（75.0％）、
「活動にスムーズに入れなかった」と回答したのは
22件（25.0％）である。　全体の７割以上が導入後の
活動にスムーズに入れたと回答しており、幼児はよ
い反応を示している。
　　主活動に関連した見本や作品の提示、関連した話、
手遊び、紙芝居の読み聞かせ等を行うことで、幼児
の興味関心を引き、楽しい雰囲気を作り、次の活動
への期待と持たせるなど、導入で幼児が楽しさを感
じ、それが主活動への移行や活動の展開へと繋がっ
ていったものと推察される。
４．「導入で困難に感じた内容」について最も多かっ
たのは「集中」が24件（54.5％）で、約半数以上の
学生が困難に感じたと回答している。
　　主活動へスムーズに移行し、活動が展開していく
ためには、導入が重要な役割を果たすが、この導入
の段階で幼児を集中させることができずに困ってい
る状況が見られる。
　　実習期間中での数少ない責任実習において、多人
数の幼児を掌握することの難しさを感じているもの
と思われる。
　　また、導入の課題として最も多いのは、「話し方」
で17件（36.9％）、次に「事前準備」10件（21.7％）、
「幼児への対応」10件（21.7％）となっている。
　　責任実習の導入において困難に思ったことや課題
のどちらかについては、対象学生のほとんどが回答
している。課題についても自分の導入でのつまずき
から、今後取り組むべき内容として挙げられたもの
と考えられる。
　
５．幼児の遊びは本来主体的で、自発的であることが
求められる。したがって、幼児の遊びを自発的、主
体的な活動へ導くためには、環境を整え、楽しい雰
囲気作りや、活動に対する興味関心を引き、意欲を
かき立て、取り組むことができるような働きかけ
「導入」を行っていく必要がある。この意味で、保
育活動における導入の果たす役割は大きく、重要な
ものと考えられる。それは、活動への導入時の保育
者の働きかけだけでなく、保育室や遊戯室、園庭、
園舎、保育士自身を含めた様々な環境構成、空間構
成も含めたものと捉える事ができる。
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６．手遊びは、子どもの心に応答していくための重要
な要素を持っており、保育実践する者と幼児とのコ
ミュニケーションを広げるきっかけ作りになる。
　　手遊びは保育活動の内容のイメージを動きや歌、
言葉で幼児がイメージしやすい方法で伝え、活動を
展開する時にその流れを変えるきっかけを与えてい
る。
　　また、手遊びは、保育実践する者の意識の転換と
次の活動への準備態勢作りに役立っており、活動に
おける幼児の気分転換と集中にもよいきっかけと
なっている。
　　手遊びは無理なく様々な動きのイメージを引き出
し、幼児を自然な身体表現活動へ導くのに良い働き
をしている。
　　手遊びは、保育実践する者の意識・視点を幼児の
世界に近づける働きもしている。
　　このような理由からも、手遊びは導入において新
しい遊びの世界を広げる役割を果たしていると思わ
れる。
７．学生は責任実習の指導案を作成し、活動内容は決
まっていても、どのように導入を行えば、幼児が集
中し、活動に興味関心を持ち、楽しんで、意欲的に
取り組んでくれるのかについては戸惑いと困難と感
じている現状がうかがえる。
　　責任保育の内容、手遊び、保育教材等それぞれが
状況に応じて総合化されていくのではなく、それぞ
れの要素がばらばらに存在し、どのように組み立て
たらよいのか、また、どのように関連付けたらよい
のかというところで戸惑っている場合が多く見られ
た。
８．授業では、保育活動全体を見通し、幼児の発達・
経験興味など、対象児の状況を把握し、より主体的
な遊びに導くための具体的な内容や方法について探
る。さらに、模擬保育等の実践活動を通し理解を深
め、創造力・実践力を高めていくことが必要と考え
る。
　　創造的な保育実践においては、保育を展開するた
めのイメージが重要である。
　このような意味において、「手遊びを素材とした
様々な即興表現活動実践」を、授業では保育の手がか
りの糸口として重視していく。
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SUMMARY
Yoko SAITO,
Midori OOKI :
　　　The purpose of this study is to grasp the problem and subject in Introduction to main exercise.
　　　We conducted a questionnaire on our sophomore students after nursery practical exercise.
　　　The results of researches are below.
1) 60% students chose to be at work on a picture and to be at work on forming activity.
　 30% students chose to group play ・action game ・expression game.
2) 70% students chose to show the work・tel a story・Play TEASOBI for Introduction to main exercise.
3) Introduction to main exercise is important for creating Child’s play.
4) For Introduction to main exercise, TEASOBI is important to lead to interesting creative play.
 (Uyo Gakuen Colege) 
A Study on Pre and Post - Guidance for Practical Exercise (Ⅶ)
－ The Problem and Subject in Introduction to Main Exercise －
